
町議会９月定例会
　助役に横山昭氏、教育長に大久保敬一氏が就任

１５年度決算報告

本町で秋田県民俗芸能交流会が開催

町のわだい、みんなのひろば

保健、募集、広域情報ほか

慶弔、当番医、こよみ
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平成１６年
　２００４

No.595

（9月18日、象潟小学校運動会）
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鈴　木　琉ノ介　　　　武道島２区
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８月１６日～９月１５日届け出分

平成１６年８月末現在

●広報に掲載してほしくない方は、届け出
　のとき住民係へお申し出ください。

木　内　幸　喜　（　　島　　）

木　村　夏　美　（横　手　市）

加　藤　勝　明　（小砂川１区）

ピポリトトゥビッグ・マハルリカ　（フィリピン共和国）

佐々木　寿　高　（大　谷　地）

今　野　優　子　（金　浦　町）

池　田　智　成　（武道島２区）

多　田　智　昌　（冠　　　石）

池　田　耕　二　（栄　　　町）

佐　藤　智　子　（本　荘　市）

池　田　　司　　（潟見町１区）

伊　澤　奈　々　（潟見町１区）

龍　彦

順　子

豊　和

美紗子

　功

望　美
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香　澄

広　樹

マ　リ
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さ　や　か

けい　　すけ

たえ

りゅうのすけ

そう

らい　　　か

り　　　き

小田原　乙　治　（８６歳）冠 　 石

須　貝　　久　　（６１歳）妙 見 町

伊　東　幸　美　（４１歳）小砂川２区

岡　本　ヲミヨ　（８９歳）臨　　海

佐　藤　シケヨ　（８５歳）大　　森

須　田　兵次郎　（８１歳）　関

佐々木　ミ　ヤ　（８３歳）潟見町２区

齋　藤　要　治　（７５歳）本 　 郷

岡　部　マサヨ　（８２歳）妙 見 町

　３日・木村医院（☎４３―３３０８）
　１０日・加藤医院（☎３５―２５４３）

 １１日・金 病 院（☎４３―５５２２）
 １７日・象潟駅前皮フ科（☎４３―５２５２）
 ２４日・伊藤医院（☎４３―４１７１）
 ３１日・すずらん診療所（☎６２―８０６５）

診察時間は午前９時～正午です。　　
　　　　　　　　　　―町医師会―
※変更の場合の問い合わせは、役場
　か消防署（☎３８－２３１０）へ

世帯数　　４，０８４　（－　３）〈－　１５〉
人　口　１２，９６３人（－　９）〈－１４３〉
　男　　　６，２２３人（－　２）〈－　６１〉
　女　　　６，７４０人（－　７）〈－　８２〉
※（ ）内は前月比、〈〉内は前年同月比

転入…　２３人（１９９）    出生…　６人（５９）
転出…　２８人（２８７）    死亡…　１０人（　９３）
※（ ）は１月からの累計
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・ビン収集日（指定袋）

・ビン収集日（指定袋）

・燃えないごみ収集日（指定袋）

・通勤途中のクリーンアップデー

・カン収集日（ボックス）

・第３２回象潟町文化祭（～３１日）
・第２回おくのほそ道朗読コンテスト象潟大会

・第２５回芸能発表会

・第１５回町民音楽祭

・カン収集日（ボックス）

・全国地域安全運動（～２０日）

・仁賀保地区少年弁論大会（象潟中学校　１３時～）

・仁賀保地区消防組合３５周年記念式典
　（金浦町体育館　１３時～）

・第１１回きさかた全県少年少女俳句大会
　（公民館　１３時～）

・第３回鳥海山麓ＭＴＢサイクリング

・体育の日

・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・鶴泉荘休館日

・ねむの丘休館日

・ペットボトル収集日（指定袋）

・ペットボトル収集日（指定袋）
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１０月のこよみ慶弔 人口 世帯
の動き

・

１０月の
　在宅当番医

・固定資産税第３期
・国保税第３期

納期限｝

第１１回きさかた全県
少年少女俳句大会を開催
本年は県内の小・中学校から

３，９７３句が寄せられています。

その中から入選句の発表と選評、

そして記念講演を次のとおり開

催しますので、ぜひ、お出かけ

ください。どなたでも入場でき

ます。入場は無料です。

日時　１０月１５日（金）

　　　午後１時～

場所　町公民館大ホール

記念講演　

　　「１７文字の言葉にのせて」

講師：地主重子氏（『寒雷』

　　　所属、現代俳句協会

　　　秋田県支部理事）

問い合わせ先　町郷土資料館

　　（☎４３―２００５）
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（仁賀保町）

（仁賀保町）
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町
政
の
基
本
方
針

町
政
報
告
要
旨

■
助
役
の
選
任
に
つ
い
て

現
在
空
席
と
な
っ
て
い
る
象
潟

町
助
役
に
、
横
山
昭
氏
（
潟
見
町

２
区
・
６２
歳
）
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
た
び
９
月
１７
日
付
け
で
助

役
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
一
昨

年
ま
で
は
、
町
職
員
と
し
て
３９
年

も
の
間
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
指

導
を
い
た
だ
き
、
微
力
な
が
ら
職

務
に
専
心
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
厚
情
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
経
済
の
長
期
低

迷
な
ど
社
会
は
大
き
く
変
革
し
て

お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
厳
し
い
状

況
に
対
応
し
た
行
政
を
実
現
す
る

た
め
、
町
長
は
三
町
の
合
併
問
題

と
、
町
民
と
協
働
す
る
行
政
の
体

制
強
化
を
大
き
な
行
政
課
題
と
し

て
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
意
向
を
把
握
す
る
た
め
、
現
在

合
併
協
議
会
復
帰
の
可
否
を
問
う

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す

協
働
す
る
行
政
の
実
現
に
つ
い

て
は
、
い
か
に
町
民
と
行
政
の
間

に
情
報
の
共
有
を
図
る
か
が
鍵
と

な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
う

え
で
、
課
題
解
決
の
た
め
の
町
民

と
行
政
の
間
に
共
通
認
識
が
生
ま

れ
、
は
じ
め
て
協
働
体
制
が
構
築

さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

情
報
を
共
有
し
、
協
働
体
制
を

整
え
る
た
め
に
は
、
職
員
の
意
識

改
革
が
不
可
欠
で
す
。
職
員
が
、

町
民
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
相

互
理
解
を
深
め
、
課
題
処
理
を
計

画
し
、
実
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
柔
軟
な
発

想
と
強
い
意
欲
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

私
は
、
町
長
の
補
佐
役
と
し
て
、

各
般
に
わ
た
る
政
策
実
現
の
た
め
、

職
員
と
力
を
合
わ
せ
て
職
務
に
精

励
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
に
は
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご

指
導
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

◇
現
在
欠
員
と
な
っ
て
い
る
教
育

委
員
会
委
員
に
、
大
久
保
敬
一
氏

（
立
石
２
区
・
６１
歳
）
が
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
（
９
月
１５
日
の
教
育

委
員
会
臨
時
会
議
で
教
育
長
に
任

命
）こ

の
度
、
象
潟
町
教
育
委
員
会

教
育
長
の
大
任
を
拝
命
し
、
過
日

着
任
い
た
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
も
す
で
に
お
わ

か
り
の
よ
う
に
、
い
ま
教
育
界
は

幾
多
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す

が
、
教
育
の
主
役
は
幼
児
・
児
童
・

生
徒
で
あ
り
、
ど
の
子
も
い
ま
以

上
に
自
分
を
向
上
さ
せ
た
い
意
欲

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
意
欲
を

基
に
「
生
き
る
力
」
育
成
の
基
本

で
あ
る
個
々
の
目
標
の
設
定
と
実

現
に
向
け
て
努
力
す
る
体
勢
を
、

い
ま
ま
で
以
上
に
つ
く
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

時
代
は
正
に
、
教
育
の
質
を
問

う
て
い
ま
す
。
家
庭
教
育
の
徹
底
、

社
会
・
地
域
に
お
け
る
教
育
力
の

充
実
、
そ
し
て
何
よ
り
も
期
待
さ

れ
る
の
が
、
使
命
と
責
任
の
も
と

に
展
開
さ
れ
る
一
人
ひ
と
り
を
生

か
す
日
々
の
学
校
教
育
で
す
。

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
明
る
く
意
欲
に
充
ち
た
表
情

で
活
動
で
き
る
心
の
安
定
し
た
町

教
育
実
現
に
向
け
て
精
い
っ
ぱ
い

努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
な
お

い
っ
そ
う
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◇
現
教
育
委
員
の
齊
藤
正
文
氏

（
上
新
町
・
６３
歳
）
の
任
期
が
、

１０
月
３
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、

同
氏
を
引
き
続
き
任
命
す
る
も
の

で
す
。

◇
現
在
欠
員
と
な
っ
て
い
る
教
育

委
員
会
委
員
に
、
佐
用
洋
子
氏

（
潟
見
町
１
区
・
５８
歳
）
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
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８
月
２０
日
未
明
か
ら
早
朝
に
か

け
、
秋
田
県
沖
を
通
過
し
た
台
風

は
、
満
潮
時
の
強
風
と
高
波
で
、

住
宅
の
床
上
浸
水
や
漁
港
に
係
留

さ
れ
た
漁
船
な
ど
に
、
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
高
波
に
よ
る
被
害
は
、

海
岸
防
波
堤
の
決
壊
や
、
海
岸
一

帯
に
ゴ
ミ
が
散
乱
す
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
惨

事
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
の
結
果
、
農

業
被
害
額
は
約
１２
億
９
　
０
０
０

万
円
、
漁
業
関
係
の
被
害
額
は
約

３
　
０
０
０
万
円
と
見
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
強
風
と
塩
害
は
、
農

作
物
全
般
に
わ
た
り
、
特
に
稲
作

に
つ
い
て
は
大
き
な
被
害
と
な
り

ま
し
た
。

町
で
は
、
各
種
施
設
の
復
旧
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
被
災
に
遭
わ

れ
た
農
家
や
漁
家
な
ど
を
支
援
す

る
た
め
、
８
月
３１
日
に
町
や
議
会
、

Ｊ
Ａ
な
ど
各
種
団
体
で
構
成
す
る

「
象
潟
町
農
林
漁
業
台
風
被
害
対

策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
に
対
し
て
融
資
制
度

の
創
設
、
被
害
ほ
場
の
処
理
対
策

助
成
、
そ
し
て
災
害
に
強
い
町
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
、
海
岸
防

波
堤
や
漁
港
施
設
の
機
能
強
化
な

ど
を
、
引
き
続
き
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

な
お
、
台
風
１５
号
を
は
じ
め
、

１６
号
・
１８
号
と
度
重
な
る
台
風
の

接
近
で
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
町
民

の
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
町
の
豊
か
な
自
然
、
文
化
、

歴
史
に
愛
着
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で

築
き
上
げ
ら
れ
た
町
づ
く
り
の
基

盤
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
町
民
が

健
康
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会

の
形
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
高
齢
者
や
知
的
・
身
体
的

障
が
い
の
あ
る
方
も
、
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
生

活
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
と
行
政

が
共
に
「
力
」
を
合
わ
せ
、
さ
ら

に
協
働
す
る
体
制
づ
く
り
が
大
切

で
あ
り
ま
す
。
協
働
に
対
す
る
町

民
意
識
を
高
め
る
対
策
、
そ
し
て

具
体
的
な
協
働
の
あ
り
方
な
ど
を

研
究
し
、
健
康
や
福
祉
、
教
育
環

境
の
充
実
、
産
業
の
振
興
な
ど
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
づ
く
り
の
担
い
手
と

な
る
町
内
会
や
集
落
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
活
動

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
象
潟
町
は
三
町
の
合
併

協
議
会
か
ら
、
離
脱
の
状
態
に
あ

り
ま
す
が
、
三
町
の
合
併
は
避
け

て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

６
月
の
町
長
選
挙
で
は
、
合
併

協
議
が
三
町
合
併
協
議
会
か
ら
離

脱
し
た
以
前
の
環
境
に
戻
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

意
思
を
問
い
、
合
併
協
議
会
に
復

帰
す
る
か
、
し
な
い
か
の
方
向
性

を
決
定
す
る
と
公
約
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
仁
賀
保
、

金
浦
の
両
町
長
に
対
し
、

○
合
併
は
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
理

念
を
明
確
に
し
、
前
向
き
な
協

議
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
す

る
こ
と

○
合
併
後
の
三
町
で
、
ど
の
よ
う

な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
の
か
、

新
市
の
建
設
計
画
に
明
記
す
る

こ
と

○
新
市
の
名
称
と
本
庁
舎
の
位
置

は
、
再
協
議
す
る
こ
と

以
上
の
こ
と
を
、
合
併
協
議
会
に

諮
っ
て
確
認
す
る
こ
と
を
申
し
入

れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
８
月
３１
日
に
開
催

さ
れ
た
第
１８
回
の
合
併
協
議
会
で
、

申
し
入
れ
を
受
け
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
旨
、
合
併
協
議
会
の
会
長

で
あ
る
巴
仁
賀
保
町
長
よ
り
、
文

書
で
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
合
併
協
議
会
へ
の
復
帰

に
つ
い
て
は
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
っ
て
町
民
の
意
思
を
確
認
し
、

そ
の
方
向
性
を
決
定
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
教
育
長
は
教
育
委
員
会
で
任
命
）

教
育
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

助
役
就
任
の
あ
い
さ
つ

大久保敬一氏

佐用洋子氏 齊藤正文氏

横山　昭氏

町
政
の
基
本
方
針

町
政
報
告
要
旨

町
議
会
９
月
定
例
会
は
９
月
９
日
に
招
集
さ
れ
、
１７
日
ま
で

の
９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、

助
役
の
選
任
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、

１５
年
度
一
般
会
計
等
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
な
ど
、
合
わ
せ
て

１４
件
で
す
。
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
と
行
政
が

協
働
す
る
体
制
づ
く
り
を

合
併
協
議
会
復
帰
は

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

方
向
性
を
確
認

，

，



１５年度決算報告１５年度決算報告

１５
年
度
の
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
の

特
別
会
計
、
ガ
ス
お
よ
び
水
道
事
業
の
企
業
会
計
決
算

が
町
議
会
９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
、
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
５１
億
８
　
６
０
２

万
円
、
歳
出
５０
億
９
　
４
９
４
万
円
と
な
り
、
差
引
額

は
９
　
１
０
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

，

，

，

　会　　計　　　   歳　　入　　　   歳　　出

旅客鉄道業務受託　　　　２３６万円　　　　   ２３４万円

国民健康保険　　１２億７，２５２万円　　１１億４，４８１万円

老 人 保 健　　１４億７，４９３万円　　 １４億５，５５８万円

農業集落排水　　７億５，６６９万円　　  ７億５，４９０万円

観光施設整備　　　　　 ７万円　　　 　　 ６万円

土 地 取 得　　 　　　１万円　　　　    　０万円

簡 易 水 道　　１億　２１９万円　　　    ９，６９８万円

　　収 益 的　 　１億７，７２９万円　　  １億７，０１２万円

　　資 本 的　　１億　８８４万円　  　１億　７５０万円

　　収 益 的　　１億７，２４９万円　　  １億６，３８９万円

　　資 本 的　　　６，０４８万円　　　  ８，８４５万円

特  

別  

会  

計
　
　
　
　
　
　
　
企
業
会
計

ガ
ス
事
業

水
道
事
業

特別会計・企業会計決算 １５年度に実施された主な事業

※ガス事業・水道事業の資本的支出額に対する不足分は、過年度分
損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金等で補てんしていま
す。
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固定資産税　　４６，８１４円

町民税　　　　２８，４４１円

たばこ税　　　５，１２３円

軽自動車税　　１，７２７円

その他　　　　２，０８８円

町
民
一
人
に

換
算
す
る
と ｛
※平成１６年３月３１日現在の人口
　１３，００２人で単純に算出したもの
　です。　

バリアフリー事業　　　　　　 　　１，４３７万円　　　　　　

松くい虫防除対策事業　　　　 　　５，３５２万円

町民体育館大規模改造事業　 　２億７，１１１万円　

天然記念物「象潟」買上事業　　 　　９８０万円

築いそ事業（繰越分）　　　　　 　　７８７万円

リハビリ用バス購入事業　　　　 　１，３３８万円

漁港機能高度化事業（繰越分）　 　　５３０万円

町道新設改良事業　　　　　　　 　１，７５７万円

緑資源公団造林事業　　　   　　　　８２２万円

中学校建替用地取得事業　　　　　　１８８万円

地域イントラネット整備事業（繰越分）　３，８３３万円

文書管理パソコン導入事業　　 　　１，５４４万円

除雪事業　　　　　　　　　　 　　２，６１２万円

▼
歳
　
入

▼
歳
　
出

地
方
交
付
税

国
が
徴
収
す
る
所
得
税
、
法
人

税
、
酒
税
な
ど
の
税
金
か
ら
、

町
に
配
分
さ
れ
る
お
金

町
税町

民
の
皆
さ
ん
が
町
に
直
接
納

め
て
い
る
税
金

国
・
県
支
出
金

国
・
県
か
ら
目
的
を
指
定
し
て

交
付
さ
れ
る
お
金

町
債建

物
や
道
路
な
ど
の
大
き
な
事

業
を
行
う
と
き
に
借
り
入
れ
る

お
金

地
方
消
費
税
交
付
金

５
％
の
消
費
税
の
う
ち
１
％
分

が
地
方
消
費
税
と
し
て
都
道
府

県
の
収
入
に
な
り
ま
す
。
そ
の

う
ち
県
か
ら
半
分
が
町
に
交
付

さ
れ
ま
す

民
生
費

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
に
対

す
る
福
祉
の
充
実
な
ど
の
費
用

総
務
費

町
の
各
種
計
画
の
策
定
や
推
進
、

庁
舎
管
理
、
選
挙
な
ど
の
費
用

教
育
費

学
校
や
幼
稚
園
、
芸
術
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
費
用

農
林
水
産
業
費

農
林
水
産
業
の
振
興
や
整
備
な

ど
の
費
用

衛
生
費

生
活
環
境
を
守
る
た
め
の
、
各

種
検
診
や
ご
み
処
理
の
費
用

土
木
費

道
路
を
造
っ
た
り
、
河
川
の
整

備
を
行
う
な
ど
の
費
用

商
工
費

中
小
企
業
の
振
興
支
援
や
観
光

振
興
の
た
め
の
費
用

公
債
費

町
が
行
う
事
業
の
た
め
に
借
り

入
れ
た
お
金
を
返
済
す
る
費
用

議
会
費

町
議
会
運
営
の
た
め
の
費
用

１５
年
度
一
般
会
計
で
は
、
引
き

続
く
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か

で
、
限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
、
効

率
的
、
効
果
的
な
執
行
に
努
め
ま

し
た
。

歳
入
総
額
は
、
前
年
に
比
べ
１

億
７
　
１
８
３
万
円
減
（
△
３
・

２
％
）
の
、
５１
億
８
　
６
０
２
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

町
税
は
、
長
引
く
経
済
不
況
の

影
響
に
よ
り
１
億
１
　
３
３
２
万

円
減
（
△
９
・
４
％
）
の
１０
億
９
　

４
６
８
万
円
で
、
昨
年
度
に
続
く

大
幅
減
で
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
、
公
営
住
宅
や

小
学
校
の
事
業
終
了
に
よ
り
、
１

億
８
３
５
万
円
の
減
、
県
支
出
金

は
町
民
体
育
館
改
造
事
業
等
に
よ

り
９
　
９
４
８
万
円
増
加
し
ま
し

た
。ま

た
貯
金
に
あ
た
る
財
政
調
整

基
金
の
取
り
崩
し
は
行
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

歳
出
総
額
は
、
前
年
度
に
比
べ

１
億
６
　
５
７
４
万
円
減
（
△
３
・

２
％
）
の
５０
億
９
　
４
９
４
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
た
の

を
は
じ
め
、
職
員
・
町
議
会
議
員

数
の
適
正
化
、
財
政
支
援
的
補
助

金
の
見
直
し
等
、
徹
底
し
た
経
費

節
減
を
行
い
、
次
ペ
ー
ジ
表
の
よ

う
な
主
な
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。以

上
の
結
果
、
歳
入
歳
出
差
引

額
か
ら
翌
年
度
繰
越
財
源
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
額
（
翌
年
度
へ

の
繰
越
金
）
は
、
８
　
６
３
５
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
決
算
額
内
訳

歳
出
決
算
額
内
訳，

，

，
，

，

， ，

，

大規模改修を行った町民体育館。ロビーも明るく広々と
なりました



仕事を持つ女性が増えている現在、家

庭生活や子育てと仕事を両立させるため

に、働く場の環境づくりや周りの支援が

重要です。

◆事業者の方々は、男性も女性もその能

力を十分に発揮できる格差のない就業

環境を整えましょう。

◆女性が出産・育児を理由に不利益な扱

いを受けることがないよう、職場での

理解と配慮が大切です。また、働く父

母も事業者の方々も各種の公的支援制

度を積極的に活用しましょう。

◆自営業や農林水産業に携わる女性は、

仕事・家事・育児・介護など、特に過

重労働になりがちです。男性・女性に

とらわれない、家族や周りの協力が必

要です。

第１回　１０月８日（金）　

　　　　午後２時～３時３０分

　演題：「２１世紀はわたしが主役」

　講師：群馬県立女子大学

　　　　助教授　佐々木　尚毅氏

第２回　１１月２９日（月）　

　　　　午後１時３０分～３時３０分

　　対話劇「あしたの風」をみんなで観

ながら、感じたことや自分の体験談

などを語り合いましょう。

申し込み・問い合わせ先

　　町企画課企画係（☎４３―７５１０）

こ
れ
ま
で
も
自
動
車
や
原
動
機

付
自
転
車
の
走
行
中
に
携
帯
電
話

等
を
使
用
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
罰
則
の
対
象
と

な
る
の
は
「
道
路
に
お
け
る
交
通

の
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
」
場
合
に

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

１１
月
か
ら
は
、
走
行
中
に
携
帯

電
話
等
を
手
で
持
っ
て
、
通
話
の

た
め
に
使
用
し
た
り
、
メ
ー
ル
の

送
受
信
の
た
め
に
画
像
を
注
視
す

る
行
為
だ
け
で
も
、
罰
則
（
５
万

円
以
下
の
罰
金
）
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

飲
酒
運
転
の
取
り
締
ま
り
で
呼

気
検
査
を
拒
否
し
た
運
転
者
に
課

せ
ら
れ
る
罰
金
が
「
３０
万
円
以
下
」

（
現
行
５
万
円
以
下
）
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

集
団
暴
走
行
為
に
つ
い
て
は
、

迷
惑
や
危
険
に
遭
っ
た
人
が
い
な

け
れ
ば
罰
則
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
改
正
後
は
、
迷
惑

や
危
険
に
遭
っ
た
人
が
い
な
い
場

合
で
も
罰
則
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

（
２
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
５０

万
円
以
下
の
罰
金
）

ま
た
、
騒
音
運
転
等
に
対
す
る

罰
則
が
新
設
さ
れ
た
ほ
か
、
消
音

器
不
備
車
を
運
転
し
た
者
に
対
す

る
罰
則
も
強
化
さ
れ
ま
す
。
（
い

ず
れ
も
５
万
円
以
下
の
罰
金
）

携
帯
電
話
等
の
使
用
等
に

関
す
る
罰
則
の
見
直
し

飲
酒
検
知
拒
否
に
対
す
る

罰
金
の
引
き
上
げ

観光の振興により、本町経済の活性化や雇用

の創出が期待されます。さらに他産業への波及

効果を高めるために、これからの観光のあり方

や効果的な誘客宣伝、特産品の開発などを行う

ために、検討委員会を設置します。

委員構成は、観光産業や他の団体関係者のほ

か、公募による委員とします。次により募集し

ますので、観光に関心を持つ町民の皆さまから

の応募をお待ちしています。

応募期限　１０月８日（金）

募集人員　若干名

応募条件　年齢１８歳以上で、平日でも委員会に

出席できる人

応募方法・問い合わせ先　住所・氏名・年齢・

履歴を記入した適宜用紙を、町商工観光課

観光係（☎４３―７５０４）に直接持参ください。

「
町
村
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の

開
封
・
集
計
作
業
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
町
民
の
方
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
参
観
で
き
ま
す
が
、

会
場
の
関
係
か
ら
５０
名
程
度
の
参

観
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

な
お
、
集
計
結
果
が
判
明
す
る

の
は
、
午
後
に
な
る
見
込
み
で
す
。

期
日
　
１０
月
５
日
（火）

時
間
　
午
前
９
時
〜

場
所
　
町
役
場
大
会
議
室
（
２
階
）

問
い
合
わ
せ
先
　
町
企
画
課
企
画

係
（
☎
４３
―
７
５
１
０
）

９月１８日、本町と友好都市関係にある米国・アナコー

テス市からジェームス・ハーディー（６１歳）さんとマー

シャさん（６０歳）夫妻が来町しました。

ジェームスさんは、これまで国際交流員として象潟小

学校の国際理解教育、国際交流関係の仕事をしてきたケ

ネス・リーさんの後を引き継ぎます。早く本町に慣れて

もらいたいと思いますので、町でお二人に出会ったら気

軽に声をかけてください。

役
場
庁
舎
を
訪
れ
た
ジ
ェ
ー
ム
ス
さ
ん

（
写
真
右
）
と
マ
ー
シ
ャ
さ
ん
（
左
）
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会場　象潟町役場大会議室（２階）
主催　県中央男女共同参画センター

　
負
傷
者
数
や
事
故
発
生
件
数
が
過
去
最
悪
を
更
新
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
全
国
の
交
通
情
勢
を
ふ
ま
え
、
本
年
６
月
に
道
路
交
通
法

の
一
部
改
正
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
１１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

集
団
暴
走
行
為
に
対
す
る

罰
則
の
見
直
し
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県
教
育
委
員
会
主
催
の
第
２８
回

秋
田
県
民
俗
芸
能
大
会
が
９
月
４

日
、
本
町
の
町
民
体
育
館
で
開
か

れ
、
県
内
の
選
り
す
ぐ
り
の
伝
統

の
舞
に
、
詰
め
か
け
た
約
６
０
０

人
の
観
客
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
披
露
さ
れ
た
の
は
、
石
川

駒
踊
り（
峰
浜
村
）、
坊
沢
獅
子
踊

り（
鷹
巣
町
）、
今
戸
子
ど
も
願
人

踊
り
（
井
川
町
）
、
国
見
さ
さ
ら

（
太
田
町
）、
役
内
番
楽
（
雄
勝
町
）、

平
岡
獅
子
踊（
本
荘
市
）、
御
宝
頭

の
舞（
本
町
・
小
滝
）、
鳥
海
山
日

立
舞（
本
町
・
横
岡
）の
８
団
体
。

観
客
は
、
日
ご
ろ
目
に
す
る
機

会
の
な
い
民
俗
芸
能
を
熱
心
に
見

つ
め
、
盛
ん
な
拍
手
を
お
く
っ

て
い
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
県
内
の
民
俗
芸
能

を
広
く
周
知
し
、
保
存
意
識
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
各
市

町
村
を
持
ち
回
り
に
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
開
会
式
で
は
民
俗
芸
能

功
労
者
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
が
会
場
と
な
っ
た
の
は
第
２８

回
の
今
回
が
初
め
て
で
す
。

１０
月
１７
日
（日）
に
秋
田
市
の
秋
田

県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
る
第
４６
回

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗
芸

能
大
会
に
、
こ
と
し
２
月
に
国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
「
小
滝
の
チ
ョ
ウ
ク
ラ
イ
ロ

舞
」
が
、
同
じ
く
同
日
に
国
指
定

と
な
っ
た
「
根
子
番
楽
」
と
と
も

に
秋
田
県
を
代
表
し
て
出
演
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

入
場
は
無
料
で
、
開
演
は
午
前
１０

時
２０
分
で
す
。

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

民
俗
芸
能
大
会
に
「
小
滝

の
チ
ョ
ウ
ク
ラ
イ
ロ
舞
」

▲会場には約６００人の観客が詰めかけた

▲「小滝のチョウクライロ舞」の際にも舞われている「御宝頭の舞」
ごほうとう　　まい

ご
ほ
う
と
う

く
に
み

お
ど

い
し
か
わ

こ
ま
お
ど

や
く
な
い
ば
ん
が
く

▲「役内番楽」は、雄勝町の無形民俗文化財に指定されている
やくないばんがく

ひ
ら
お
か
し
し
お
ど
り

▲「平岡獅子踊」（本荘市）は、１頭の雌獅子に２頭の雄獅子が
　相恋慕する様を表現している

ひらおか し しおどり めす おす

ぼ

う

ざ

わ

し

し

お

ど

▲「坊沢獅子踊り」（鷹巣町）では、獅子踊りと奴踊りが
　披露された

ぼうざわ し し おど

い
ま
ど

こ
　
　
　
　
　
が
ん
じ
ん

▲「今戸子ども願人踊り」（井川町）では、与市兵衛と定九郎
　の寸劇が踊りの間に行われる

いまど　こ　　　　がんじんおど

▲秋田県の無形民俗文化財に指定されている「国見ささら」
　（太田町）

くにみ

▲「石川駒踊り」は、峰浜村の無形民俗文化財に指定されている
いしかわこまおど

▲秋田県の無形民俗文化財に指定されている横岡の「鳥海山日立舞」

ち
ょ
う
か
い
さ
ん
ひ

ま
い

た
ち
ま
い

ね
っ
こ
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故土田喜右エ門氏
　　　（長　岡）

故田仲　義男氏
　　（本　郷）

田
仲
氏
は
、
昭
和
４７
年
３
月
地
域

住
民
か
ら
推
さ
れ
て
、
象
潟
町
議
会

議
員
に
当
選
し
て
以
来
、
３
期
１２
年

の
永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
町
議
会

に
お
い
て
産
業
経
済
常
任
委
員
会
委

員
長
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
を
歴

任
し
、
高
邁
な
政
治
信
念
と
果
敢
な

実
行
力
を
も
っ
て
、
象
潟
町
の
産
業
、

教
育
、
文
化
、
福
祉
の
向
上
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
４６
年
か
ら
象
潟
町
土

地
改
良
区
理
事
長
と
し
て
、
１６
年
間

に
わ
た
り
基
盤
整
備
事
業
を
は
じ
め

と
す
る
土
地
改
良
事
業
の
推
進
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

土
田
氏
は
、
昭
和
４３
年
３
月
地
域

住
民
か
ら
推
さ
れ
て
、
象
潟
町
議
会

議
員
に
当
選
し
て
以
来
、
６
期
２１
年

の
永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
地
方
自

治
発
展
の
た
め
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
４
期
目
の
昭
和
５５
年
か
ら
５９

年
の
４
年
間
は
副
議
長
、
さ
ら
に
５９

年
か
ら
６３
年
の
４
年
間
は
議
長
を
歴

任
し
、
中
立
性
と
尊
厳
性
を
保
ち
な

が
ら
、
高
邁
な
政
治
信
念
と
果
敢
な

実
行
力
を
持
っ
て
象
潟
町
の
産
業
、

教
育
、
文
化
、
福
祉
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
議
会
の
円
滑
な
運
営

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
１１
年
春

の
叙
勲
・
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章
し

て
お
り
ま
す
。

９
月
２１
日
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
秋
田
総
務

部
（
鈴
木
一
男
部
長
）
と
鳥
海
山

に
ブ
ナ
を
植
え
る
会
（
須
田
和
夫

会
長
）、
象
潟
町
の
３
者
間
で
「
緑

の
森
づ
く
り
に
関
す
る
協
定
書
」

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
民
間
企
業
と
し

て
は
初
め
て
Ｔ
Ｄ
Ｋ
側
か
ら
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
も
の
で
、
霊
峰
公

園
近
く
の
町
有
地
一
画
を
借
り
て
、

会
社
で
植
樹
を
行
い
、
下
刈
り
な

ど
管
理
し
て
い
く
も
の
で
す
。

Ｔ
Ｄ
Ｋ
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
ブ

ナ
を
植
え
る
会
の
植
樹
会
に
参
加

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
「
地
域
社

会
へ
の
貢
献
や
社
員
の
参
加
率
、

達
成
感
、
ま
た
将
来
的
に
は
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
を
視
野

に
入
れ
、
会
社
ぐ
る
み
で
の
活
動

を
し
た
い
」
と
の
こ
と
か
ら
今
回

の
協
定
に
至
っ
た
も
の
で
す
。
ブ

ナ
を
植
え
る
会
と
し
て
も
「
こ
れ

ま
で
は
、
植
樹
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

中
心
で
や
っ
て
き
た
が
、
会
社
組

織
で
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
は
、

こ
の
活
動
を
長
く
続
け
て
い
く
た

め
に
、
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

Ｔ
Ｄ
Ｋ
で
は
、
ブ
ナ
を
植
え
る

会
で
植
樹
会
を
行
う
１０
月
２３
日
の

同
日
、
２
０
０
本
の
苗
木
を
植
樹

す
る
計
画
で
す
。

期
日
　
１０
月
２３
日
（土）

受
付
時
間
　
午
前
８
時
４５
分
〜
９

時
１５
分

集
合
場
所
　
役
場
玄
関
前
　

　
　
※
開
会
式
終
了
後
、
バ
ス
で

鳥
海
山
霊
峰
公
園
付
近
に
移

動
し
ま
す
。

持
ち
物
　
手
袋
、
お
に
ぎ
り
（
用

具
は
本
会
で
準
備
し
ま
す
）

懇
親
会
　
作
業
終
了
後
、
奈
曽
川

河
川
公
園
で
「
な
べ
っ
こ
会
」

を
行
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
先
　
須
田
（
☎
４３
―

３
５
４
９
）

９月１１日・１２日に天王町総合体育館を会場に

開催された「県民スポーツ大会」で象潟町（象

潟クラブ・五十嵐光夫代表）が１９年ぶりの優勝

を飾りました。決勝戦では、若い力とベテラン

の経験がうまくかみ合い、後半に一気に突き放

し、強豪の井川町を７７対５８で退け勝利。

象潟クラブは、１０代から４０代まで幅広い年代

の２５人が所属し、毎週月・水曜日に象潟中学校

体育館で練習に励んでいます。随時新たな仲間

を募集していますので、興味のある方は一度見

学に行ってみてはいかがですか。

象潟町敬老のつどいが象潟シーサイドホテル

を会場に、９月１５日には象潟地区、１６日に上浜・

上郷地区と２日間に分け開催されました。今年

から対象者は７５歳以上の方となり、昭和４年以

前に生まれた１，６６２人です。

式典では、各小学校児童の代表がおじいちゃ

ん、おばあちゃんにあてた作文を読み上げ、祝

宴では、町連合婦人会や町健康推進協議会の皆

さんによる演芸が披露され、長寿のお祝いに花

を添えました。

また１６日には、めでたく結婚５０周年を迎えた

１９組の金婚式も行われ、祝い状と記念品が横山

町長から贈られました。

鳥
海
山
に
ブ
ナ
を
植
え
る
会

１０
周
年
記
念
植
樹
会
を
行
い
ま
す

９月２１日～２３日の間、秋の全国交通安全運動に合わせ、交通安全母の会では、恒例の「かかしコン

クール展」を開催しました。町内各支会で製作されたかかしや看板は、道の駅象潟「ねむの丘」を会

場に出品・展示され審査が行われました。今年はアテネオリンピックイヤーということもあり、オリ

ンピックを題材とした作品が多く見られました。展示を終えたあとは、町内各所に立てられ交通安全

を呼びかけています。

また併せて、最近高齢者の交通事故が増えていることから、当母の会で募集した高齢者交通安全標

語も掲示されました。

審査結果は次のとおりです。（敬称略）

◆かかしの部

最優秀賞　「制限速度で安全運転ドスコイ」（横岡支会）

優秀賞　　「みんなの安全、見守る像」（大町支会）

◆看板の部

最優秀賞　「無事故でもらう金メダル」（横町支会）

優秀賞　　「事故ゼロで守れ命の金メダル」（上荒屋支会）

奨励賞　　「あぶない子だあれ？」（小浜唐ヶ崎支会）

アイデア賞「ダメよ若いパパとママ　ひざにダッコにケータイ電話」（３３区支会）

◆高齢者交通安全標語優秀作品

爺あぶない孫に言われて引き下がり　　　菊池　民平（潟見町１区）

さあ青だ左右確認まず注意　　　　　　　佐々木光治（大砂川）

これまで来たんだ急がずに　　　　　　　佐々木正一（下荒屋）

無事故にしよう心あせらず時をまて　　　桜山　隆子（大　森）

こ
う
ま
い

見
事
優
勝
を
果
た
し
た
象
潟
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ
ー

楽
し
い
演
芸
で
会
場
は
大
盛
り

上
が
り

協定を結び、がっちりと握手
（写真左から鈴木部長、横山町長、須田会長）

ア
イ
デ
ア
豊
か
な

か
か
し
が
作
ら
れ

ま
し
た

▼

▼

展
示
会
の
作
品
は

各
町
内
に
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
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子
ど
も
た
ち
と
フ
ラ
ン
ス
へ
移
り
住
ん
で
７
年
に
な
り
ま
す
。

当
時
、
長
女
は
５
歳
、
次
女
は
３
歳
、
長
男
は
１
歳
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
夫
以
外
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
せ
ず
、
最
初
は
彼
の
家
族
、

近
所
の
方
々
と
も
ま
っ
た
く
会
話
を
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
突

然
異
国
で
現
地
の
幼
稚
園
に
入
れ
ら
れ
た
娘
二
人
。
特
に
長
女

は
周
り
の
友
達
が
何
を
話
し
て
い
る
の
か
ま
っ
た
く
分
か
ら
な

い
と
い
う
悲
し
さ
で
、
何
カ
月
も
泣
い
て
い
ま
し
た
。
私
と
い

え
ば
、
あ
の
長
い
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
や
美
味
し
そ
う
な
ク
ロ
ワ
ッ

サ
ン
な
ど
を
買
い
た
く
て
も
、
一
言
も
フ
ラ
ン
ス
語
が
口
か
ら

出
ず
、
い
く
ら
な
の
か
も
聞
き
取
れ
な
い
の
で
、
い
つ
も
夫
の

会
社
帰
り
に
買
い
物
を
頼
ん
で
い
た
有
り
様
で
し
た
。

半
年
以
上
経
っ
て
か
ら
、
私
は
町
の
フ
ラ
ン
ス
語
会
話
教
室

に
通
い
始
め
、
子
ど
も
た
ち
も
友
達
が
出
来
始
め
た
の
で
、
フ

ラ
ン
ス
で
の
生
活
が
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
同
士

の
誕
生
パ
ー
テ
ィ
ー
、
昼
食
や
夕
食
へ
の
招
待
な
ど
、
知
り
合
い

に
な
っ
た
家
族
と
の
交
流
が
多
く
な
っ
て
い
き
、
フ
ラ
ン
ス
人

の
生
活
習
慣
、
考
え
方
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
同
時
に
日
本
人

の
こ
と
も
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
道
ば
た
で
会
う

と
「
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
」
と
知
ら
な
い
人
同
士
で
も
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
、
困
っ
て
い
る
人
を
見
つ
け
る
と
、
す
ぐ
手
を
差
し
伸
べ

る
優
し
い
人
た
ち
。
し
か
し
、
ケ
ン
カ
と
な
る
と
自
己
を
正
当

化
さ
せ
る
た
め
、
論
争
は
延
々
と
続
き
ま
す
。
子
ど
も
で
も
自

己
主
張
が
強
く
、
親
に
た
し
な
め
ら
れ
た
と
き
の
言
い
訳
も
驚

く
ほ
ど
頑
張
り
ま
す
。
と
に
か
く
驚
き
と
発
見
の
毎
日
で
し
た
。

幸
い
に
も
、
１
年
に
一
度
だ
け
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
象
潟

に
帰
る
こ
と
が
で
き
、
夏
の
雄
大
な
鳥
海
山
、
輝
く
海
を
見
て
、

ゆ
っ
く
り
し
た
気
持
ち
に
な
っ
て
夏
を
楽
し
ん
で
帰
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も
象
潟
が
大
好
き
で
、
海
や
プ
ー
ル
で
泳
い
だ
り
、

象
潟
町
で
主
催
す
る
行
事
に
参
加
し
た
り
と
、
家
の
中
で
過
ご

す
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
私
に
と
っ
て
も
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
も
、
夏
の
バ
カ
ン
ス
は
象
潟
が
一
番
で
、
い
つ
も

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

今
年
、
設
立
１０
周
年
を
迎
え
た
鳥
海
山
に
ブ

ナ
を
植
え
る
会
会
長
の
須
田
さ
ん
（
写
真
）
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
鳥
海
山
の
ブ
ナ
林
の
大
半
は
戦
後
の
乱
伐

に
よ
り
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
本

会
は
そ
れ
を
再
生
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
同
じ
志
を
持
つ
メ
ン

バ
ー
５３
人
で
結
成
さ
れ
、
現
在
は
７
１
６
人
に

な
り
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
マ
ス
コ
ミ
等
で

も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
首

都
圏
に
住
む
関
心
の
あ
る
方
々
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
も
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

毎
年
１０
月
に
植
樹
会
を
行
い
、
今
年
の
植
樹

で
２
万
本
に
達
成
す
る
見
込
み
で
す
。
近
年
で

は
、
活
動
を
長
く
続
け
て
行
く
た
め
に
、
植
樹

の
本
数
を
年
５
０
０
本
程
度
に
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
見
守
り
な
が
ら
育
て
て
行
く
作

業
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
植
樹
し
た
ブ
ナ
は
活
着
率
が
よ
く
、
順
調

に
育
っ
て
い
ま
す
」

※
今
年
の
作
業
の
案
内
は
、
１０
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い

ま
す
。

ナペズ　みずえさん
〈旧姓　五十嵐・３７歳〉

　（フランス在住
　 　　　　＝駅前出身）
　

海
外
で
暮
ら
し
て

先月号の答え

　解答をハガキまたはファクス（４３―５７

０７）で、住所・氏名・年齢・電話番号を

明記の上、できればメッセージを添えて、

〒０１８―０１９２ 象潟町役場広報クイズ係ま

で。締め切りは１０月１８日（月）の消印まで

有効。正解者の中から抽選で４人の方に

記念品をプレゼントします。発表は１１月

号の紙上で。先月の当選者は次の４人の
方です。（敬称略）

佐々木昭（２８区）、竹島典子（下荒屋）、

須藤孝幸（本荘市）、山本　清（千葉県）

　いつもお絵書きして
遊んでるの。お友だち
の似顔絵も上手にかけ
るよ

　昆虫大好き！ことし
の夏もクワガタやカブ
トムシをたくさん採っ
たんだよ

　須田奈々子　
　　（５才・立石２区）

ち　ゃ　　ん

　遠藤　優太　
　　（５才・３３区）

ち　ゃ　　ん

な　な　こ

ゆうた

　９月１８日、快晴に恵まれた象潟小学校運動会で
お兄ちゃん、お姉ちゃんの応援に来ていた元気
いっぱいのふたり。

なつ

あそ　　　　　　　　　　　とも

え　か

にがおえ　　　じょうず

と

こんちゅうだいす

　
武
道
島
２
区
　
　

　
鈴
木
　
聖
人
　
さ
ん
（
１９
歳
）

　
　
―
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
１
・
２
・
３
勤
務
―
　

みんなの
　ひろば流

星
や
離
れ
住
む
人
み
な
老
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
　
野
　
陽
　
子

流
れ
星
落
ち
ゆ
く
先
に
母
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
正
　
雄

流
れ
星
沖
の
小
島
の
灯
の
辺
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
田
　
喜
代
子

虹
の
帯
九
十
九
の
島
を
束
ね
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
藤
　
作
　
男

南
瓜
煮
て
世
に
問
ふ
こ
と
も
な
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
子
　
み
　
え

海
よ
り
の
台
風
襲
ひ
て
塩
害
に

い
づ
こ
の
稲
田
も
白
く
枯
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
勉

た
け
り
く
る
波
に
船
々
ゴ
ミ
と
化
し

押
し
上
げ
ら
る
る
道
路
や
陸
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
川
　
　
　
勇

秋
菊
も
コ
ス
モ
ス
も
ダ
リ
ヤ
も
台
風
の

塩
害
に
枯
れ
畑
に
色
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
藤
　
武
　
子

収
穫
の
喜
び
も
な
く
塩
害
に

枯
れ
た
る
稲
田
に
夕
茜
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
布
　
川
　
ノ
　
イ

不
作
と
い
ふ
言
葉
を
越
え
て
皆
無
と
い
ふ

秋
を
迎
へ
ん
心
は
灰
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
　
藤
　
治
　
雄

鳥海山にブナを植える会
　会長　須田和夫さん
　会員　７１６人
　設立　平成６年７月

＝第７回＝

本
町
に
は
、
各
方
面
で
い
ろ
い
ろ
な
形

で
陰
な
が
ら
貢
献
し
て
い
る
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

そ
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
て
紹
介
し
ま
す
。

　次の３つの問題を
解いてください。答
えは今月の広報の紙
面の内容に隠れてい
ます。

㈰平成１５年度の町一般
　会計歳出の決算額は？

㈪秋田県民俗芸能大会

　に出演したのは何団

　体？
㈫バスケ・象潟クラブ
　が優勝した大会名は？

㈰８人
㈪１６２人
㈫のびのび象潟っ子まつり
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趣味は
「バスケットボールです。町のクラブチームで毎週、

気持ち良い汗を流しています」

性格は
「いったん興味を持つとそれに集中するんですが、飽

きやすいかも…。熱しやすく冷めやすいんですね」

休日の過ごし方は
「ほとんど寝てますね」

これからしてみたいことは
「大学に入って、心理学や経済学、経営学、ほかにも

いろんな国の言葉も覚えたいです。ちょっと欲張りか

なぁ」

理想の女性のタイプは
「東南アジア風のきれい系がタイプです」

き
よ
と

ひ
　
　
ふ
　
　
み

※先月号の問題㈫の記事中の期日に

　誤りがあったため、㈰㈪が正解の

　方から抽選しております。



期
日
　
１０
月
１５
日
　
・
１６
日
　

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

場
所
　
町
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
研
修
室

（
１
階
）

展
示
即
売
器
具
（
都
市
ガ
ス
用
）
　

　
　
湯
沸
か
し
器
、
ス
ト
ー
ブ
、
炊
飯

器
、
テ
ー
ブ
ル
コ
ン
ロ
、
焼
き
物

器
、
風
呂
釜
、
Ｆ
Ｆ
温
風
暖
房
機
、

ガ
ス
冷
房
機
、
ガ
ス
オ
ー
ブ
ン
等

抽
選
会
　
お
買
い
上
げ
の
方
全
員
に
抽

選
で
景
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
町
ガ
ス
水
道
事
業
所
で
は
、
各
家
庭

の
不
用
な
ガ
ス
器
具
、
使
用
で
き
な

く
な
っ
た
ガ
ス
器
具
を
無
料
で
回
収

い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
町
ガ
ス
水
道
事
業
所

　
　
（
☎
４３
―
２
４
５
０
）

▼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

期
日
　
１０
月
７
日
　

受
付
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１０
時

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
健
康
体
操

▼
成
人
病
検
診
結
果
説
明
会

日
程
・
場
所

　
▽
１０
月
１３
日
　
、
１４
日
　
町
保
健
セ

ン
タ
ー

　
▽
１５
日
　
上
浜
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

受
付
　
午
後
１
時
〜
１
時
３０
分

内
容
　
医
師
講
話
・
個
人
結
果
説
明

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受

け
る
６５
歳
以
上
の
方
に
、
町
で
は
２
　

２
５
８
円
を
負
担
し
ま
す
。
本
荘
市
由

利
郡
内
の
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合

の
個
人
負
担
は
１
　
７
０
０
円
に
な
り

ま
す
。

町
内
実
施
医
療
機
関

　
　
象
潟
病
院
・
神
坂
医
院
・
金
病
院
・

池
田
医
院
・
伊
藤
胃
腸
科
内
科
医

院
・
木
村
医
院
・
さ
い
と
う
ク
リ

ニ
ッ
ク
・
象
潟
駅
前
皮
フ
科

申
し
込
み
先
　
各
医
療
機
関
に
よ
っ
て

実
施
期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

直
接
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
町
福
祉
課
保
健
係

（
☎
４３
―
７
５
０
１
）

試
験
日
　
１１
月
２１
日
　

受
験
資
格
　
一
般
、
高
等
学
校
生
徒

受
付
期
間
　
１０
月
１
日
（金）
〜
１２
日
（火）

試
験
会
場
　
願
書
申
込
時
に
選
択

試
験
願
書
・
問
い
合
わ
せ
先
　
仁
賀
保

地
区
消
防
署（
☎
３８
―
２
３
１
０
）

日
時
　
１０
月
１７
日
　

　
　
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
４５
分

場
所
　
仁
賀
保
地
区
消
防
庁
舎
前
広
場

イ
ベ
ン
ト
内
容
　
白
百
合
保
育
園
児
に

よ
る
鼓
笛
隊
、
象
潟
九
十
九
島
太

鼓
、
消
防
自
動
車
の
一
斉
カ
ラ
ー

放
水
な
ど

問
い
合
わ
せ
先
　
仁
賀
保
地
区
消
防
本

部
（
☎
３８
―
２
３
１
０
）

期
日
　
１０
月
２４
日
　

受
付
　
正
午
〜
午
後
０
時
３０
分
。
引
き

続
き
開
会
式

参
加
資
格
　
１８
歳
以
上
の
本
町
在
住
者

参
加
費
　
１
　
０
０
０
円

申
し
込
み
　
１０
月
１２
日
　
ま
で
、
参
加

費
を
添
え
て
町
民
体
育
館
へ
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
電
話

に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
後
の
不
参
加
の
場
合
は
参
加

費
は
返
金
い
た
し
ま
せ
ん
）

問
い
合
わ
せ
先
　
事
務
局
・
阿
部
（
☎

４３
―
４
１
８
５
）

日
時
　
１０
月
３１
日
　

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
秋
田
県
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー

（
ユ
ー
ス
パ
ル
）

対
象
　
ひ
き
こ
も
り
の
青
少
年
を
持
つ

家
族
、
青
少
年
の
ひ
き
こ
も
り
か

ら
の
自
立
支
援
に
関
心
の
あ
る
人

定
員
　
３０
人

参
加
費
　
無
料

主
催
　
秋
田
県
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
希
望
の

方
は
お
名
前
の
み
を
１０
月
２６
日
　
ま

で
、
同
交
流
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
８

―
８
８
０
―
２
３
０
１
）
へ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い

日
時
　
１０
月
２８
日
　

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
　
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田

（
秋
田
市
）

内
容
　
▽
講
演
「
体
験
的
育
児
休
業
論

―
兼
業
主
夫
は
企
業
を
救
う
―
」

主
催
　
秋
田
労
働
局
、
（財）
２１
世
紀
職
業

財
団
秋
田
事
務
所

問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
労
働
局
雇
用
均

等
室
（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
６

６
８
４
）

◆「第２７回紅葉まつり」
日時　１０月１６日（土）、１７日（日）　　　　

　午前１１時～

場所　法体園地

内容　獅子舞、魚のつかみ採り、舞

踏・民謡・芸能ショー、大抽選

会

問い合わせ先　鳥海町観光協会

　　（☎５７―２２０４）

◆「ザ・股旅ｉｎゆりの里」 
日時　１０月１７日（日）　

　　　午前１１時～午後３時

場所　由利小学校体育館

内容　道中股旅演歌舞踊各大会の

チャンピオンが多数出演、ゆり

の里特産品即売コーナー

参加料　１，５００円（当日２，０００円）

入場券　ポスターのある由利町内の

各商店で発売中

問い合わせ先　本荘市由利七町商工

会由利支所（☎５３―３３１４）

◆「第１２回ひがしゆり音楽祭」 
日時　１０月２４日（日）　午後１時３０分～

場所　東由利中学校体育館

問い合わせ先　東由利教育文化課

　　（☎６９―２３１０）

◆「大内産『牛肉堪能まつり』」
日時　１０月２４日（日）　

　　　午前１０時３０分～午後２時

場所　「ぽぽろっこ」向かい交流広

場

内容　即売＆焼肉コーナー

問い合わせ先　まつり実行委員会事

務局（☎６５―２２１６）　　

◆「本荘市制施行５０周年記念
　『水辺のまち講演会』」
日時　１０月１７日（日）　午後２時～

場所　本荘ボートプラザアクアパル

入場料　無料

内容　八波一起氏（タレント）によ

る講演会

問い合わせ先　本荘ボートプラザア

クアパル（☎２２―５６１１）

矢島町

金浦町

岩城町

本荘市

由利町
西目町

大内町

東由利町

仁賀保町

鳥海町

広　 域

情　 報
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肺がん・大腸がん検診日程

結核検診日程

６／１６（水）

６／２２（火）

６／２３（水）

６／２４（木）

６／２５（金）

６／２９（火）

６／３０（水）

１０：００～１１：００　中橋自彊会館
１３：１０～１４：００　小浜唐ヶ崎会館
１４：３０～１５：００　建石団地集会所

１０：００～１１：３０　
象潟町公会堂

１３：３０～１４：３０　

１０：００～１０：３０　下荒屋会館
１１：００～１１：４０　上荒屋会館
１３：３０～１５：００　町保健センター

１０：００～１１：３０　汐見会館
１３：３０～１５：００　鳥の海会館

１０：００～１１：３０　公民館小砂川分館
１３：３０～１４：３０　上浜構造改善センター
１４：５０～１５：３０　大須郷村づくりセンター

１０：００～１０：４０　関生活改善センター
１１：１０～１１：３０　大森生活総合センター
１３：１０～１４：１０　上郷生活改善センター
１４：４０～１５：１０　横岡会館

１０：００～１０：４０　公民館長岡分館
１１：００～１１：３０　鶴泉荘
１３：１５～１３：３０　本郷地区コミュニティセンター

月　日　　　時　　間　　　　　場　　　所

月　日　　　時　　間　　　　　場　　　所

６／１７（木） 町保健センター
１０：００～１１：３０
１３：３０～１５：００

「
敬
老
の
つ
ど
い
」
を
開
催

「
金
　
婚
　
式
」

町
営
住
宅
入
居
者
募
集
「
の
び
の
び
象
潟
っ
子
ま
つ
り
」

　
　
　
　
　
　
　
を
開
催
し
ま
す

首
都
圏
に
在
住
す
る
本
町
出
身
者
が
年
１
回
集
い
、
近
況
な
ど
を
語
り
合
い

交
歓
す
る
「
ふ
る
さ
と
象
潟
の
つ
ど
い
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
離
れ
た
友
人
や
親
戚
の
懐
か
し
い
顔
に
会
え
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
旅
費
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

日
　
時
　
１１
月
２１
日
　
　
午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付
　
正
午
〜
）

会
　
場
　
東
京
都
台
東
区
民
会
館
（
浅
草
）

会
　
費
　
５
　
０
０
０
円

申
込
先
　
１０
月
１５
日
　
ま
で
町
企
画
課
（
☎
４３
―
７
５
１
０
）
へ

，

先
日
の
成
人
歯
科
健
診
の
通
知
の

日
付
け
が
「
平
成
１５
年
」
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
回
未
受
診
の
方
に
つ
い
て

は
、
１１
月
末
の
未
受
診
者
検
診
を
受

け
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
の
で
、
１１

月
の
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　き　１０月１７日（日）　午前１０時開会（小雨決行）

ところ　川袋構造改善センター前広場特設会場

イベント内容

◇サケのつかみどり　午前の部　午前１１時３０分～（小中学生）

　　　　　　　　　　午後の部　午後０時５０分～（小中学生・一般）

　　※９時から整理券を配布します。長靴、軍手、着替え等を持参

　　　してください。

◇サケに関するクイズ（豪華賞品）　◇川袋獅子舞、仁賀保太鼓伝

　承会、サケ汁無料サービス　◇売店（うどん、そば、おにぎり、

　わたあめ、イカ焼き等）　◇サケ販売（数量限定）、サケの加工

　品販売（サケハンバーグ等）　◇大抽選会（賞品多数）

問い合わせ先　川袋鮭漁業生産組合（☎４６―２６３４）

県道象潟矢島線の通行止め

県道象潟矢島線（中島台いこいの森から矢島駒の王子まで）が、

７月の大雨による法面崩壊のため通行止めとなっています。

来春、工事予定になっておりますので、通行止めの解除は来年

夏以降の見込みです。ご協力をお願いします。

問い合わせ先　由利地域振興局建設部企画道路課

                          （☎２２―５４３８）

―
国
土
交
通
省
―

，

日時　１０月３０日（土）　午前９時役場前集合
　　　（午前：植樹祭、午後：森林体験）　参加料　無料
申し込み先　１０月２５日（月）まで、町農林水産課（☎４３―７５０５）へ
※当日、苗木を無料配布します。参加者から順に配布する予定です。
　配布のみは、午後１時から公民館前で行います。（数量限定）

，

，

（無料）

（金）

（金）

（木）

（木）

（木）
（水）

（火）

（火）

（日）

（日）（日）

（日）

（日）

（金）

（土）


